有毒な「有機フッ素」

地球規模で汚染拡大、人体に蓄積
　昨年１１月の「フッ素研究会・反フッ素全国集会」で日消連の水原事務局長が「ファースト・フードのフッ素加工紙使用と問題点」で有機フッ素（ＰＦＯＡ：パーフルオロオクタン酸）の危険性を指摘されました。
　ＰＦＯＡは、テフロン製造する際の補助剤として使われ、極めて分解されにくい化学物質です。有機フッ素は、生活関連製品に広範囲に使用されています。動物実験で肝臓毒性が確認され、ヒトでも前立腺がんの増加や性ホルモン様物質の働き、平均体重の減少や性的成熟の遅れ、母体から胎児への移動や蓄積が指摘されています。
　日本での２００２年環境省による汚染調査では、有機フッ素汚染が全国で確認されました（最大100ng/L＝ナノグラム・10億分の１グラム）。２００２年１２月には、化学物質審査規正法の第２種監視化学物質に指定されました。アメリカの化学会社デュポンや３Ｍ企業は、２００２年にＰＦＯＡの製造を中止しています。しかし日本の環境省は、「国内ではＰＦＯＡを問題視する声はなく、現時点では人体や環境へのリスクを評価する予定はない」（毎日新聞2004/8/23）と、現在まで企業よりの姿勢を示してきました。
　今回、愛媛大とアメリカＮＹ州立大の共同研究で、南極のアザラシやカモメで有機フッ素が検出され、地球規模の汚染拡大が裏付けられました。京都大調査では、全国での汚染拡大・地下水汚染と人体への蓄積が進んでいることが判明しました。関西の淀川支流の安威川にある下水処理場周辺では、世界的にも最高レベルの６万７千～８万７千ng/Lが検出されています。
　私たちの危惧は、有機フッ素の毒性とともに、生活関連製品に広範囲に使用されていことから、総フッ素曝露量の増大であり、水俣病に典型なように無機フッ素が紫外線等の化学作用で有機フッ素に転換する危険性なのです。
　毒性だけがあり予防効果もないむし歯予防へのフッ素応用が、無差別・集団で全国に波及することで、総フッ素曝露量の増大に手を貸してはならないのです。
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